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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、過去に水銀による汚染を受け、その後の環境修復事業により再生した水俣湾とその周

辺海域を対象として、残留微量水銀のうち支配的な粒状態水銀の動態について将来予測可能な数値

モデルの改良を試みたものである。この研究成果は、安全宣言の出されている水俣湾において，将

来的な安全安心を確認できるツールを提供するものであり、長期的な予測シミュレーションへの展

開を期待させる有益な知見を与えており、海岸工学や沿岸環境工学の分野で寄与するところが大き

い。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。 


